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BMC International Winter Climbing Meet 2009 報告書 
 

佐藤裕介・谷口けい 

 

2/22から3/1の8 日間、BMC(イギリス山岳評議会）が主催する「インターナショナル・ウインタ

ー・クライミング・ミート2009」に、日本山岳協会からの派遣という形で、佐藤裕介と谷口け

いの2 名が参加した。ミーティングの概要について以下に記す。 

 

・「インターナショナル・ウインター・クライミング・ミート」について 

BMC 主催のクライマー交流会。世界各国から２名ずつクライマーを招集し、共に登り、語り

合うことで各国クライマーとの交流、技術交換などを行い、さらには各国の山岳協会との繋が

りを強固なものにし、UIAA を盛り上げていこうというのが趣旨。5月頃に開催されるトラディ

ッショナルクライミングのミーティングと、冬に開催されるウインター・クライミングが交互

に開催されており、次回のウインター・クライミング・ミートは、2011年の予定。日本からは、

これまでに2006年のIWCM(2名)、2008年のICM(2名)が参加している。 

 

1.日時 

2009 年 5/22 (日)- 3/1 (日) 8 日間 

 

2.場所 

イギリス スコットランド  (地図は別紙参照） 

ベースとなる宿泊所は「Glenmore Lodge」と呼ばれる宿泊施設を持つ山岳センター。山岳や 

アウトドア活動全般のイベント、講習会などを行うための施設であり、夏・冬を問わず入門的

なクライミングを行えるケインゴームのすぐ近く。 

 

3.参加者 

・日本からの参加者 

佐藤 裕介 (山梨岳連 鶴城山岳会、めっこ山岳会所属) 

谷口 けい (京葉山の会、山岳同人チーム84、同人クライミングファイト所属) 

 

・全体の参加者 

ゲスト：招待された各国からの参加者は27 ヶ国から男女合わせて40名。（Guest list 参照） 

ホスト：40名以上。基本的にゲスト1名にホスト1名が付く。（Host list 参照） 

世界から幅広く参加者が集まった。特に北欧、東欧諸国からの参加が多く、遠方ではカナダ、

アメリカ、南アフリカ、アルゼンチンなど。アジアからの参加はインドと日本。アルパインク

ライミングのフィールドを持つ、アルプス付近の国々、スイス、フランス、ドイツ、オースト

リアからの参加者はなかった。参加者リストには世界的に名を知られるクライマーも散見出来

るし、参加者の多くは各国を代表するクライマーであるが、ウインター・クライミングを行う

環境に恵まれていない国の参加者の方が多い。また、「BMCから召致→各国の山岳協会経由の派

遣」という形をとらない一般参加者も可能。 

 





Country Firstnames Surname
ARGENTINA Pablo Federico Hlavnicka
ARGENTINA Tobias Reyes
CANADA Maxime Turgeon
CROATIA Boris Cujic
CROATIA Elvin Sindicic
CYPRUS Andreas Andreou
CZECH REPUBLIC Pavel Vrtik
DENMARK Allan Juhl Kristensen
DENMARK Rasmus Wesenberg
GEORGIA Guram Dabrundashvili
GEORGIA Tamar Meladze
HUNGARY Tamas Kovacs
HUNGARY Aron Urbanics
INDIA Ang Norbu
INDIA Neeraj Rana
IRAN Reza Zarei Tedeshki
IRAN Mahmood Shoaei
IRELAND John Healy
ISRAEL Lior Hortman
ITALY Leri Zilio
JAPAN Yusuke Sato
JAPAN Kei Taniguchi
LATVIA Normunds Patmalnieks
LITHUANIA Arunas Kamandulis
LUXEMBOURG Jacques Lepesant
NETHERLANDS Jurgen Mesman
NORWAY Lena Dahl
RUSSIA Andrey Kazakov
RUSSIA Anna Piunova
SERBIA Igor Skender
SERBIA Sinisa Vujic
SLOVAK REPUBLIC Michal Volf
SLOVENIA Luka Lindic
SOUTH AFRICA Jacques Van Greunen
SOUTH AFRICA Dawie Swan
SPAIN Vicenc Carabassa
UKRAINE Sergiy Kovalov
UKRAINE Olena Viblova
USA Zoe Hart
USA Jeff Hollenbaugh

BMC International Winter Meet 2009 - Guest  list





4.活動概略 

2/21 ロンドン ヒュースロー空港到着。バスでガトウィック空港へ移動。 

2/22スコットランドのインバネス空港到着。各国からの参加者と共にBMC のバスで宿泊所に 

移動。所用約2 時間。 

2/22～28 クライミング 

天候が許せばベンネビスにてウインター・クライミング。しかし、今回訪れた期間は、冬と

しては異常と言える高温で、毎日のように雨が降っていた。イギリスの最高峰ベンネビス

(1343m)の頂上台地でさえ、0℃を上回る日も多く、最後の 2日間は全員がウインター・クライ

ミングを諦め、ロッククライミングへと出かけた。 

 

・ミーティング開催中の、一日の活動パターンは以下の2通り。 

 

ウインタークライミグ（ベンネビス）へ 

出かける日。 

～6:00 朝食 

6:00 ロッジ出発 

8:00 駐車場出発（アプローチ2時間） 

   クライミング 

19:00 宿泊所に戻る 

19:00-19:30 夕食 

20:30 ブリーフィング（翌日の予定など） 

各国ゲストによるスライドショーなど 

近場のウインタークライミグ（ケインゴーム）

または、ロッククライミング等へ出かける日。 

7:00-8:30 朝食 

9:00 ロッジ出発 

10:00 駐車場出発 

クライミング 

19:00 宿泊所に戻る 

19:00-19:30 夕食 

20:30 ブリーフィング（翌日の予定など） 

各国ゲストによるスライドショーなど 

 

 

・宿泊施設について 

暖房完備の2～3人部屋に宿泊し、朝食、夕食が出された。またクライミングウォール(一部アッ

クス・クランポン可)、乾燥室、スライド室、バーが設置された素晴らしい施設であった。一般

開放もされている。 

 

・食事について 

朝食と夕食が、宿泊施設内の食堂で提供された。２種類ほどのメニューから好みのものを選ぶ

ことができる。ソフトドリンクは自由に飲める。昼食は、朝食時にランチパックが用意されて

いて、サンドイッチ、ドライフルーツ、チョコバーなどから好みのものを選んで持っていく。

これらは参加費用に含まれており無料。2階のバーで頼む事ができるアルコール類は有料。 

 

5.費用 

参加費は一人85 ポンド（約12000 円 2009年3月現在）であり、これに全日程の宿泊、食事、

現地での交通費が含まれる。自己負担はインバネス空港までの渡航費と、上記以外にかかる食

費、生活費など。 

今回は、東京-インバネス間の渡航費用全額を日本山岳協会より負担していただいた。 



 
Glenmore Lodgeでの朝食 

 

 
夜はバーで酒を飲みながら交流 

 

 
最終日の夜は、スコットランドのウイスキーテイスティング！ 



 

 

 

 

 

 

 

6. 補足・参考  BMCから学ぶこと  

 

■Guest Climberについて 

スコットランドを去る日、南アフリカから来ている Dawieが「帰りたくない」と子供のように

言っていた。そりゃそうだろうなぁ、南アフリカじゃ雪山クライミングなんて基本的にあり得

ないと言っていたから。時々滝が凍って、それを登れるのだとは言っていたけれど。イスラエ

ルからのLiorも、かの国では雪山なんて無いよ、砂漠の中の砂岩クライミング（ヨルダン）に

いつかおいでよと言ってくれた。彼の唯一の楽しみは、年に一度か二度ヨーロッパに登りに行

くことなのだ。内戦で6年前に右手を失ってから、Liorのクライミングに対するモチベーショ

ンはますます大きくなったと言っていた。自分で考案したギアを右手の残った肉体にくくりつ

けて、アックスクライミングを楽しむ姿を見て、なんだかとても嬉しかった。 

グルジアからのGuram＆Tamar曰く、グルジアにはクライミングしている人なんてほとんどいな

いのだと。ソ連だった時代には登山が盛んだったし、今もロシアからのクライマーはやって来

るけど、どういう訳かグルジアではクライマーなんていないのだとか。母親に「女の子なんだ

からそんな危ないことはやめて」といつも言われているというTamarは、「いつでもグルジアに

クライミングしに来てよ、あなたキット気に入るわよ」と何度も言ってくれた。 

チェコからの Pavelは初日のドライツーリング・コンペでの優勝に続き、2日目夜のプレゼン

で見せてくれたオリジナル・ビデオは相当刺激的で、やっぱりチェコ人て皆強いな～と再認識

させられた。何時でも何処でも陽気に喋っている Pavelに比べて、隣国スロバキアからの Jan

は常に寡黙だったな。 

ハンガリーからのTomas言うには、ハンガリーにはクライマーなんて少ししかいなく、女性ク

ライマーはゼロだと。ま、それはTomasの知り合いに女性クライマーがいないってことなのか

な。 

クロアチアからのElvinも、「クロアチアにはアルパインクライマーなんてホンのちょっとしか

しないよ、たった300人だ」って。それだけいれば十分じゃないの？日本になんていったい何

人いるのだ？ 

初めの頃は付けていた名札も、日に日に何処かへ行ってしまい、だんだんどの人が何処の国の

人だったか分からなくなってきたりで、もっと沢山の国からの皆と話が出来たら良かったなと

は思うのだが、夜はいつも眠くて、バーにまで辿り着けたのは三晩ほどだけなのだった。 

それでも、いろんな国のクライミング事情とクライマー事情を知ることが出来たことは、本当

にありがたい機会だった。そして改めて、現代の日本という環境に自分が生まれたことをあり

難いと思うのだ。春夏秋冬、素晴らしいクライミングエリアがあり、自分さえ望めばどこでど

んなクライミングでも出来る政治的経済的安定が今のところ約束されている。 

 

 

■Host Climberについて 

40人の参加者に対して、名簿上では 40人の受け入れ側ホストクライマーが集まってくれてい

た。実際にはGuestよりHostのほうが多かった。 

行く前は、40人も参加者が集まっちゃったんだから、ゲスト2人に対してホスト1人という組

み合わせになったりするのかな？と思っていた。ところがどっこい、英国岳人のプライドと遊

び心はそんな柔なものじゃなかったのだ。失敬。と同時に、何で一週間もの時間を私達のため

に作って集まってくれることが出来るのか、感動とともに不思議だった。多くのホスト達はガ

イド職なのだろうか。聞いてみると、ガイドやインストラクターなのは多くて全体の1/4程。

あとは皆、医者、IT、ファイナンス業、etc. とまともにサラリーマンしている人達なのだった。 

 

 



 
内戦で右手を失ったリオ       ベンネビスでのギア標準装備 

 

 
苔と雪の壁をフォローするスーザン 

 

 
ベンネビス頂上で 谷口＆スーザン 

 


